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質疑応答
1質問【よ東京都千代田区杏纒蕪義霧員会宛，．ど，ぞi

問：気候変動を考えた場合平均値の期間はどのようにと

ればよいのですか　　　　　　　　（気象庁の一会員）

　　答：気候変動の影響を考えると，平均値などの統計量を

　　得るためにどのような統計期間を用いたらよいか間題に

　　なってくる．気候統計を行う目的は大ぎく二つに分ける

　　ことができよう．まず第一は，比較的純粋に気候学的な

　　目的，たとえば気候要素の世界的な分布の比較や気候図

　　の作成，天気予報や大気大循環の物理学や気候変動の研

　　究のための基礎的資料として利用することを目的とする

　　場合であり，第二は建築，土木，農業，その他の産業にお

　　ける作業計画や設計基準の設定などの応用を目的とする

　　場合である．細かく言えば，平均値を求めるための統計

　　期間はそれぞれの目的に応じて変えなければならない．

　　気候学的立場から考えた標準的な平均値，すなわち平年

　　値を得るのにどのような統計期間を用いるのが適切かと

　　いう問題については古くから議論されてきたが，国際気

　　象機関（IMO）は1935年のワルソウ会議で「1901～1930

　　年の期間の平均値を「平年値（normal）」として採用する

　　よう勧告している．さらに戦後になってから世界気象機

　　関（WMO）は1956年に，「西暦年号の1位の数字が1で

　　始まる最近30年間の平均値を標準的な平年値として，10

　　年ごとに再計算すること（たとえば1931～1960，1941～

　　1970，…）」を勧告した．しかし，世界各国がこの勧告を

　　実施に移すのには多くの批判があった．それは世界の各

　　地域で人々が経験している気候変化の実態がそれぞれ異

　　った特徴をもっていること，気候要素の平年値の利用目

　　的が多様であることなどのために，気候統計値の安定性

　　や代表性についての認識や要求もまた多様であったため

．　と考えられている．このため世界気象機関の気候専門委

　　員会は，1960年のロンドン会議で気候学的平年値に関す

　　る作業委員会を設置して，平年値の計算に最適な気候統

　　計期間の長さについて検討を行ったが，その結果，1965

　　年のストックホルム会議において，「気候学的標準平年

　　値（climatologicalstandardnomals）としては，1931

　　～1960，1961～1990，…のような継続する30年ごとに改

　　算される30年間の平均値を採用する」ことがきめられ

　　た1）．この値は現在気候値の国際的な比較のための標準

　　値として用いられている9）．我国では1956年の勧告の方

　　式と同じ，10年ごとに改算される最近30年間の平均値を

　　平年値として採用しており，これをその統計期間に引き

続く10年間に適用して平年偏差値あるいは平年比率を算

出している．現在は1941～1970年の平年値を用いてい

る2）．気象庁が行っている普通気候観測の累年統計とし

ては，このほかに10年間統計値があるが，これは，気候

変動の研究や，より長い期間の平均値を求めるための基

礎となる統計値としても有用である．

　平年値を得るための統計期間として何年くらいが適当

かという問題は気候値の出現分布がわかれば決定できる

統計学上の問題である．小河原ら5・6）は，日本の過去の

気候資料を用いて時系列の定常期間について調べ，平年

値の統計期間としては10～30年が適当であり，その平年

値を統計期間の将来にわたって適用できる期間は5～20

年であるとしている．高橋8）は1883～1956年間の宮古の

8月の気温について，30年よりはかな：り短い17年平均を

もって平年値としてよいことを示し，また別の考察から

10～20年ぐらいの平均がよいとしている．鈴木7）は年に

よる変動成分を多項式で表したとぎ，有意な係数をもっ

た項の最大次数たによって，々ニ1ならば13年，乃＝2

なら12年，々ニ3なら10年の平均でよいことを示してい

る．一般に統計期間が短いと気候要素の不規助変動のた

めに安定した統計値が得られず，反対に期間が長すぎる

と気候変動のために時間的な代表性が失なわれて現実の

　　　　　　　　　　　　　　　（45ベージヘっづく）
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状態とr平年値」との差に系統的な差がでてくる．

　気候変動の状況は地理的な条件（海岸・内陸，山岳・

平野，都市・郊外など）によっても，気候要素の種類に

よっても異る．気候資料の利用に際しては必要な統計量

は平均値だけではなく，気候要素の値の度数分布に関す

る情報が有用である．安定した度数分布を得るために必

要な統計年数について米空軍の調査に基づいてLans－

berg　and　Jacobs3・4）がまとめた結果を表に示す．これ

は，一定の目的のために必要な気候要素について行った

予備的調査の結果であるがひとつの参考になろう．

　　　　　　　　　　　（気象庁長期予報課　能登正之）
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